
ト
王
権
の
大
王
の

古
墳
と
同
じ
設
計

図
を
使
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
当
時
、
上

毛
野
国
と
ヤ
マ
ト

王
権
が
密
接
に
つ

な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　中
央
集
権
を
強
力
に
進
め
る
ヤ
マ
ト
王

権
の
意
向
も
あ
り
、
７
世
紀
に
入
る
と
前

方
後
円
墳
は
造
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

方
墳
や
円
墳
な
ど
は
造
り
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
仏
教
思
想
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
、

権
威
の
象
徴
は
古
墳
造
り
か
ら
寺
院
建
築

に
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
東
国
文
化
」
に
触
れ
る

　群
馬
に
は
、
古
墳
時
代
な
ど
の
歴
史
文

化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
７
月
15
日

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
県
立
歴
史
博

物
館
で
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
東
国
古
墳
文
化

展
示
室
」
で
は
、
観
音
山
古
墳
（
高
崎
市
）

か
ら
出
土
し
た
埴
輪
や
豪
華
な
金
銅
製
馬

具
な
ど
、
国
の
重
要
文
化
財
２
７
５
点
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
古
墳
時
代
に
栄
え
た
東
国
文
化
に
つ
い

て
、
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

東
国
を
リ
ー
ド
し
た
「
上
毛
野
国
」

   

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、

現
在
の
関
東
地
方
で
栄
え
た
文
化
を
「
東

国
文
化
」
と
い
い
ま
す
。
群
馬
県
は
古
墳

時
代
に
は
「
上
毛
野
国
」
と
呼
ば
れ
、
豊

富
な
資
源
や
、
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た

最
先
端
の
文
化
・
技
術
を
持
ち
、
東
国
文

化
の
中
心
地
と
し
て
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。

　当
時
の
日
本
は
、
奈
良
・
大
阪
な
ど
の

畿
内
地
域
が
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心

で
し
た
。
こ
の
地
域
を
治
め
る
ヤ
マ
ト
王

権
は
、
東
国
と
良
好
な
関
係
を
維
持
し
た

い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
経
済
・
文
化
的

に
東
国
を
リ
ー
ド
す
る
「
上
毛
野
国
」
を

重
視
し
て
い
ま
し
た
。

　県
内
に
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
つ
な
が

り
を
示
す
大
型
の
前
方
後
円
墳
や
豪
華
な

副
葬
品
な
ど
、
歴
史
的
な
遺
産
が
数
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
に
見
る
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
関
係

　平
成
24
年
か
ら
５
年
を
か
け
て
県
が
実

施
し
た
古
墳
総
合
調
査
に
よ
り
、
県
内
に

１
万
３
２
４
９
基
の
古
墳
の
存
在
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
群
馬
は

東
日
本
最
大
の
古
墳
大
国
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　古
墳
は
お
よ
そ
３
世
紀
後
半
か
ら
７
世

紀
に
か
け
て
造
ら
れ
た
、
地
域
の
有
力
者

な
ど
を
葬
る
墳
墓
の
こ
と
で
、
古
墳
の
築

造
時
期
に
よ
り
、
そ
の
形
や
大
き
さ
な
ど

が
変
遷
し
て
い
ま
す
。

　群
馬
に
は
、
全
長
２
１
０
㍍
と
東
日
本

最
大
の
規
模
を
誇
る
天
神
山
古
墳
（
太
田

市
）
を
は
じ
め
、
大
型
の
古
墳
が
多
数
あ

り
ま
す
。
全
長
２
０
０
㍍
以
上
の
前
方
後

円
墳
は
、
西
日
本
で
は
京
都
、
大
阪
、
奈

良
、
岡
山
、
東
日
本
で
は
群
馬
に
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
天
神
山
古
墳
は
、
ヤ
マ

か
み
つ
け
ぬ
の
く
に

お
お  

き
み

は
に    

わ

ぐ

こ
ん  

ど
う   

せ
い    

ば

　
古
墳
時
代
、
群
馬
は
東
日
本
最
大
の
古
墳
大
国
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

県
内
で
発
見
さ
れ
た
古
墳
は
、
全
国
屈
指
の
数
や
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
群
馬
で
は
、
な
ぜ
た
く
さ
ん
の
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

東
国
文
化
の
中
心
地

「
古
墳
大
国
ぐ
ん
ま
」
に
迫
る

特集特集

保渡田八幡塚古墳（高崎市）

上空から見た保渡田八幡塚古墳上空から見た保渡田八幡塚古墳 観音山古墳の玄室の中の様子観音山古墳の玄室の中の様子

東日本最大の天神山古墳

「東国古墳文化展示室」を案内する右島和夫館長
みぎ  しま かず    お

観音山古墳（高崎市）出土の埴輪
「三人童女」（文化庁蔵）
観音山古墳（高崎市）出土の埴輪
「三人童女」（文化庁蔵）
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県　人　口：
対　前　月：
　　男　　：
　　女　　：
世　帯　数：

1,959,673人
-138人

967,859人
991,814人
789,042世帯

（県移動人口調査：平成29年6月1日現在）
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